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1771-1858）の生誕 250 年の本年（2021 年）2 月初めに，1830 年代初期から 90 年代初期までの長
きにわたりオウエン主義協同思想に基づく運動を展開したエドワード・トマス・クレイグ（Edward 
Thomas Craig）の The Irish Land ＆ Labour Question, Illustrated in The History of Ralahine 
and Co-operative Farming を 25 年ぶりに手に取った私は，彼のオウエン主義協同思想に改めて論
及する準備を整えた。それにしても，私にとってこの「25 年の空間」は余りにも長かった。その

























　そこで私は，トンプソンの事例として，1831 年から 35 年にわたって「協同組合知識普及協会」
（The Association for the Spread of Co-operative Knowledge）主催により展開された―「近代協
同組合運動の黎明を告げ知らせた」と称される―「協同組合コングレス」（Co-operative 
Congress）のうち 1832 年 4 月 23-30 日にロンドンで開催された第 3 回コングレスを取り上げ，オ
ウエンとトンプソンの間で交わされた「協同コミュニティの建設をめぐる論争」を通じてイギリス
協同組合運動の展開プロセスを再認識するであろう。


















版の『新社会観』（第 1・2 エッセイ）と翌 14 年出版の『新社会観』（第 3・4 エッセイ）の双方に
見て取れるが，ここでは次のような相異について留意したい。それは「功利主義の影響」と言って
























「労働貧民救済委員会への報告」（Report to the Committee of the Association for the Relief of the 



























































































（8）　Richard Pankhurst, William Thompson（1775-1833）：Pioneer Socialist, PLUTO PRESS, pp.100-108 を参照
されたい。なお『実践的指針』のタイトルは『相互協同，同所有および能力の行使と享受の手段の平等の原則に基
づく，コミュニティの迅速かつ経済的な建設のための実践的指針』（Practical Directions for the Speedy and 
Economical Establishment of Communities, on the Principles of Mutual Co-operation, United Possessions and 




































































文は，第 3 回および第 4 回コングレス議事録のタイトルページに記載されており，加えてそれは
「コングレスが刊行する出版物の常備的モットーである」とされてもいる。第 3 回協同組合コング
（12）　Proceedings of the Third Co-operative Congress; held in London, and Composed of Delegates from the Co-
operative Societies of Great Britain and Ireland, on the 23rd of April 1832, and by Adjournment on Each of the 
Six Days, Sunday Excepted, by William Carpenter, London, 1832, p.88.


































〈2 〉この重要な目的を果たすために，毎週 1 ペニー以上の同意された金額の出資が，貨幣，財
（14）　この「政治的および宗教的見解」は，次の「第 4 回協同組合コングレス議事録」のタイトルページにも記載さ
れている。











































































































1 日当たり 5 ペンスであり，その工場では 14 ポンドのポテトが 1 ペンスで購買できる。組合
員の宗教については決して問われることはない。協同コミュニティには信教の自由があり，し
たがって宗教は多様であり，それらの各集会は熱気に包まれている（18）。







うか。オウエン主義者であり，かつ労働者生産協同組合を擁護し，また The History of the 




































（19）　E.T. Craig, The Irish Land and Labour Question, Illustrated in The History of Ralahine and Co-operative 
Farming, London and Manchester, 1893, p.40.
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（2）　E.T. クレイグとララヒン協同組合































（20）　1831 年 6 月 11 日から隔週で発行された The Lancashire Co-operator のタイトルは，1831 年 9 月 3 日の発行





































の建物を有する良質の農地 10 ～ 20 エーカーを取得するか，あるいは賃借する必要があるが，その
（21）　Beatrice Potter, The Co-operative Movement in Great Britain, London, 1893（Published in association with 
the London School of Economics and Political Science, 1987），p.30. 































（22）　E.T. Craig, The Irish Land and Labour Question, Illustrated in The History of Ralahine and Co-operative 
Farming, p.196.
（23）　ウィリアム・キングの「教育論」については，拙著『イギリス協同組合思想研究』（日本経済評論社，1984 年）
第 3 章「補遺 キングの『教育論』」を参照。
（24）　E.T. Craig, op. cit., p.198.
アイルランドにおけるオウエン主義思想（中川雄一郎）
29
　ここで R.G. ガーネット教授が E.T. クレイグについて語った評価を簡潔に記しておこう。E.T. ク
レイグの名は，常にクレア州（County Clare）のララヒン協同農業コミュニティと結びついている
し，そういうものとして彼は労働者階級史の数多くの研究のうちのそう多くない文献で論及されて












E.T. クレイグの History of Ralahine and Co-operative Farming の再販本に付した「序文」“An 

















































































































































































　＊  Sinn Fein は 1905 年頃に結成されたアイルランドの政党である。イギリスからの統一アイルラン
ドの完全な政治的独立を主張した。
　＊ Sinn Fein を英語で逐
ちくご
語訳
やく
すると，We Ourselves［われわれはわれわれ自身である］，となる。
 （なかがわ・ゆういちろう　明治大学名誉教授）　
